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        コパル 昏を含有する銅・ア々ミ蒔 ウム輕合金:の焼戻硬牝組織に就 て

    コバル トを含有す る銅 ・アル ミニ ウム

    輕合金の焼戻硬化組織 に就 て

        〔合金の焼戻硬化 に關する研究(第 十報)〕

            理學士 江 村 孝 之

            理 學士 林  茂  壽

、嶢戻硬化性アル ミニウム輕合金の基本をなす銅 ・アル ミニウム合金の揚合に於 ける焼戻硬化

組織に關 しては,蕎 に當所宇野 ・村上爾氏に依 りて第6報(1)並 に第8報 ω として詳細 なる磯表あ

り・本研究に於ては,更 にコバル トを添加 したる揚合,如 何 なる焼 戻硬化組織 を現 出するやに

就て之を報告せん とす・

 扱て銅 ・アル ミニウム輕合金にコバル トの適量を添加せしめ,其 の焼戻硬化能を向上せ しむ る

ことは,既 に第7報(3)に 於 て同氏等に依 り蓮べ られたる塵 な り・

 今,便 宜上多 くの有用輕合金の母罷をなす銅4%を 含有するCu-AI合 金を基本 とし,之 に

コバル ト1%,2%,3%等 を夫々添加せしめたる各種の試料 を作b,而 して鏡査に便ならしむ

る爲,本 研究に於 ては,特 に熔中凝固の揚合を選定せ り・

 從來,輕 アル ミニウム合金の焼戻硬化現象の翼因探究に際 し,最 も肝要且つ適切 なるべ き顯

                            微鏡組織的研究は,殆 ど等閑            第 1圖
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       コバル トを含有する銅・アル ミニウム輕合金の嶢戻硬化組織に就て

 (1)1%Coを 添 加 した る場合

 先 づ数個 の煽 中凝 川試料 を月文り,硝 酸加 里融槽 【liにて1時Ml 510CCに 加 熱後,氷 水中に急冷

し,200⊃C,2300C,2500C,2700C,3000C, 350cC,4000C等 σ-)・各・濫L度にてジ◎々1F寺liU焼 疹ミ

を施L・ 前記焼 入試料 と共 にブ リネル硬 度計(荷 可〔50∫砥,鋼 球律5粍)に 依 りて,共 の焼戻硬

化 曲線 を測定 し,9'ti 1圖No・2(No・LはCoを 含 まざる場 合)に 示す曲線 を得 た り.

 圖 に於 て見 るに硬化の開 始黒1Ilは230。ql付近 に起b,270℃ に至 らば最高 黙に達 せb,

 今・,之 等の試料 に就 て繭記の腐蝕法 を丹念 に施 した る後,之 を鎚 査す る時 は篇眞第2圖 一第

14圃 を得 べ し.先 づ硬化現象 の概 槻を知 る爲 に,特 に50倍 の低 倍 率に依れ1).

  1×5Ul第2圖 焼 入     第3圖270QC焼 戻    第4圖300。C焼 戻

  歴,e  ・,.ぞ

郷 ぬ戯

  第5圖35・ ・q駅   第6圖40・ ・Cだ忌"{  額 に於 槻 ふが 如 く・270。C

 転,ゴ ,・{認 ・… ㌍・焼堤㈱ 眞第 ・圖)・

                         して 品形幾分増 大す るが如 し.途

に400。C焼 戻(寓 眞第6圖)に 於 て析 川晶はRl・瀦 に固溶 す・f、bs倍率 を高 め200培 に て鉗 査 す る

  一さ、遡1第7圖 焼 入     第8圖200・C焼 戻    第9圖230cC焼 戻
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        コバ ル トを含有する銅・アルミニウム輕合金の焼戻硬牝組織に就て

   第10圖250。C焼 戻    第11圖270。C焼 戻    第12圖300。C焼 戻

叢撫 饗轟 嬉1
  繋倉鷺魔fj墜

疑 魏蝦 霧整,

 第 ・3圖35・ ・c焼 戻  第 ・4圖4…c焼 戻 に・230.c糠(額 第7圖)1こ 於

 駐㌃晦1欝鞭瀞
 璽 園 鐙 岬 圖)に於ては前記噺 酬 目 毫
.匿 』 ξば f㈱ 鮮明鋤 ・途に2…C焼

             隅 『'一' :・・'" 「"z戻 嶋 眞第11.1,:Y)に 於 て欄 囁 の

析出 を認 むべ し.更 に焼 戻 麦の進 行に作 ひ,消 に低 倍率50倍 の揚 合に認 めた る と同様 に結 品析

出,析 出 晶「llゴ1溶等の現 象 を明瞭 に示 す事,(爲 眞第12圖 一 第14囲)の 如 し.碕2300C焼 戻 の

際 に起 る母器 晶内の割 口の痩化 に就 て調査 す る爲 に,特 に500倍 の 高倍率に て鎖査 す るに焼 戻

  1×50虻,1第15圖270cc焼 庚  第16圖300。c焼 戻    第17圖350。c焼 戻

度一2700C迄 は殆 ど不攣 なる も,此 の温 度 に達 すれば爲眞第15圖 の 如 く,小 石 を並べiこ るが檬

に黒占綴状 に化 すべ し.之 れ割 目内に微細 な る結 晶の析出せ し爲 な らん・3000C焼 戻(爲 眞第16

圖)に 於 ては割 目は盆 汰 くな る も,析 出晶に妨げ られて却 つて之 を認 め難 し.爲 眞第17岡 は

3500C焼 戻 の場合 に して,析 出晶凝 集 し粗大 となれ る有様 を認 め得 ん.

 斯 くて,Co 1%の 添 加 に よ りて,硬 化は 促進 せ られ,例 へ ば最 大硬化 も約20。C早 く生す

べ く,顯 微鏡組織 も亦 よ く之 を説明 し得 べ し.
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        コバ ルトを含有する銅・アル ミニウム輕合金の焼戻硬仕組織に就て

 (2)2%C・ を 添 加した る場合

 前 項(1)の 場 合 とi司様 に,其 焼 戻硬化 曲線 を測 定 す るに,前 掲第1圖No.3に 示 すが如 く,

230。C附 近 に硬化 開始黒i[1あり,約260∩Cに 於 ては硬化 は最高 となるが如 し・

 今 倍率200倍 に て焼戻現象 を鐘査 す るに寓眞第1g圖 に示 すが如 く,230cc焼 戻 の揚 合母膿

  」×2UOI第18固20⑪ 。C焼 戻  第19圖230。C焼 民    第20圖250。C嶢 艮

  塞

  譲

   第21圖270uC焼 戻    第22画300。C焼 戻    第23圖400。C嶢 戻

     灘

     撹

    ・ 〆

     1  5ご・♂・l    
l 三 ・困 ・    幅  」  ㌔ ㌦

配」内に鮮 明な る割 目を現 出 し,250。C嶢 戻(窮 眞第20圖)に あ りては,微 細な る結 品 の共晶 に

接 して析 出す るを認 むべ し.2700C焼 戻(寛 眞第21囲)に 於 ては析出現 象最 も著 し く,300。C

焼 戻(窮 眞第22圖)に 至 り析 出晶は漸次 凝集 を囲始 し,途 に400つC焼 戻(爲 眞第23圖)の 揚合

は,殆 ど母罷晶 内に固溶 し去 るべ し,

 2Pち, Co添 加 分 の塘加 に依 り,焼 戻硬化現 象は 史に促進 せ らの,殊 に顯 微鏡組織攣化 の詳

細 な る調査 に依bて,例 へ ば母闇品 内に起 る割 目 も,共 晶附近 に現 は るx析 川現象 も,共 に

1%Co添 加 の場 合 よ りも遙 に低温焼反 に於 て生 す るの傾 向を示せ り,

 (3)396C・ を添 加 した る場合

 前 掲第1圃 に於 ける曲線No・4は 本試料 の焼戻硬化歌 況 を示 し,飢 に200。C焼 戻 に依 りて

硬 化 を示 し,次 に250。C焼 戻に あbて は最高勲 に到達 せ り.

 今200倍 の 倍卒を 用ひて之等 の現象 を探 究 す るに,硬 化開始黙た る2000C焼 戻(爲 眞第25

圖)に 於 て,既 に母龍 品内の割 目を認 め得 る事は,硬 化 曲線 と比較 して誠 に興味 あ る黒緊偉b.

230。C焼 戻(爲 眞第26圖)に 於 て,割 日は彌,著 しきを加へ,250。C嶢 喚(爲 眞 第27圖)に あ り
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        コバル トを含有する銅・アル ミニウム輕合金の焼戻硬化組織に就 て

  1x2001第24圖 焼 入    第25圖200。c焼 戻    第26圖230。c嶢 戻

       

    第27圖250。C焼 戻    第28圖270。C嶢 戻    第29圖300。C焼 戻

     誉 蜜 響 鰍 」 「 ゼ

      躍嘘 灘
      議 藤

  第30圖 400。C焼 戻    て は ・共品附近 に微細結 晶0)析 出 を生 すべ し・300CC焼 戻(爲

   眞 第29 [i::iDに於 ては析 出晶の凝 集を囲 始 し,400。Cに 達 すれば

   団欄.内 に固溶 する こと爲眞 第30圖 に 窺ふが如 し.

    今・母騰.晶内に生ぜ し割 目に就 て,仔 細 に調査 す る爲 に,倍 率

   を500倍 に 高ソ)錆査 を行へ り・爲 眞第31圖 は250℃ 焼 戻の揚

   合 に して,析 出晶 の密集 せ る附 近の割 口の有 様を示せ り.400。C

             し く凝 集せ るを認め得 ん・450QC焼 戻(篇 眞第33圖)に 於 ては,

割li内 の結 晶 わ烈・斤次R珊 豊内 に固溶 し,害 川 も亦 漠然 とな り,逐 次 清失 すべ し.

  1×50(」1第31圖250GC焼 戻 第32圖490・C焼 戻  第33圖450・C燃

    麟灘騨 灘 螺

               醗 撫 欝1
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        コパルトを含有する銅・アルご昌ウム輕合金の饒戻硬化組織に就て

 斯 くて,Coの 添加分3%に 達せば,更 に焼戻硬化現象は促進せ られ,250。Cに 於 て硬化は

既に最高黙に達 せん

 倫,以 上の研究に於て,焼 戻の際析出する微細結晶は,Co-Al系 の金屡間化合物附近 に現 はれ

す して,專 らCu-Al系 の共晶に滑 うて出現するが故 に,其 析出晶の成分 は,主 としてCuA12

なりと推断 し得ん・斯 くてCo 3%迄 の添加は・CuA12の 析出を促進助成せ しむる事 を知 る・

 之を要するに,適 切なる腐蝕方法を焚見せぱ,從 來繹然すこらざりし焼戻硬化組織を明瞭 に鏡

査 し得べ く,從 つて該現象の主因は自ら分明すべ きもの とす・

 絡 りに臨み,終 姶御指導 を仰 ぎf二る宇野教授に深甚なる謝意を表す・

 筒本研究は服部報公愈の御援助に依 リナこる事を附記 し弦に感謝の意 を表せん とす・

                            (第9回 大阪講演會に於て登表)
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